
月に発見せられ〈牧野植物学金集第 6巻第99頁〉、 又| られる。
キシギシボク. (Lunicera .  Morrowii A. Gray)北海

野村の海浜に生育することは、最初回口美智太郎氏に| 道・京外l・四国に分布する。三庁地方では丹後・但馬
依って発見され、筆者が1935年 8 月28日同地を訪れて
実鬼した時にも、数株発生していたが茎も短く花は咲
いていなかった。
シシシラシ (Lysionotus pauciflorus Maxim.) 木

州伊豆以南に点在し、四国・九州・琉球〈奄美大島〉

の沿海地に生じ、日本海岸に沿って南進分布するー要
素を成している。
〈以上各積物の分布は大井次吉郎氏著『日京情物誌』

に負う) 所が多い。〉

に分布する。舟後: 加佐郡河守上村の内宮自然林に産| のものを追加する。
制 「木区域内で発見された新情物'J (p‘ 128) に次

することは最初竹内敬氏に依って発見されたもので分| アッパイボタ (Ligustrl;lm  obtusifolium Sieb. et 
布上珍し〈、叉同地の宿生を伺う資籾となる。? じ I  Zucc. var. leiocalyx' Hara furm. 一crassifoJiu m
ビハ (Eriobotrya japonica LindJ.) 京州中南部・ I Araki， ined.) 丹後: 加佐郡西大浦村が原品地。セ y

四国・九州、lに産し、各地に栽植せられ、支那に分布す♂ I . " ; 1 イボタの葉が頗る厚く、磁革質となった一品で、丹
る。丹後の沿海地に稀産し、北は若狭に及んでいる。 I: 後・但馬の沿海地に産する。 ・ ト

ヒトモトススキ (Cladium chinense Nees) 木川休日
模及能登以南・四国・九州、iに産し、琉球・台湾・朝鮮
南部・支那・印度; - = 1ν戸 y ア・濠チI肱分布する。そ
して丹後の海岸地方に生ずる。
ースヰセシ (Narcissus Taz邑tta L. var. chin己nsis
Roem.) 支那に宍生する。日京ではZ伝子H関東以南の援

コパノヱゾイボタ (Ligusti Um Tschunoskii Decne. 
var.parvifoliumλraki， ined.) 丹後: 加佐郡、大江
山が原持地。エゾイボギに比し、葉国が主主かに小さい
から容易に区別出来る O λ j  

ハマキスゲ (Hemerocall:s maritima Araki， ined.) 
丹後: 熊野郡湊村が原品地。丹後・但馬の海浜に特産

地海岸に生じ、或は天生品ではないだろうと云われて| す・る。海浜砂丘叉は林下に生じ、時に丘陵地に見ると
いる。叉普通に庭園に栽培されている。但馬・丹後の| ともある。アサマキスグに比しi葉隔が頗る広く、花
海岸予付近に生じ、晩秋11月頃より拍亭を始める。その! の開度が弱く、花筒が著しく長く、沿海地生であるか
産状は鱗茎のみで繁殖するスヰセジとしては逸出也と| ら区別容易である o μ h'.: 

5交い切れないものがある o サシイシカシアフヒ (Asarum saninense .Araki， 
ヱゾオホパコ (Plantago camtschatica Cham.) ォ Iin邑d.) 丹; 炎: 熊野郡久美浜町が原品地。北陸西部から

コ Y グ沿岸地方・樺太・千島・北海道主主に木川、1・九州| 山陰東部にかけて日本海筒りの山地に生じ、又丘陵に
の主として日窓海岸に生じ、叉朝鮮に産する o 但馬: (Asarum 
城崎郡竹野村の海浜に僅かに見られる o 令 ゐ I  rigescens F. Maekawa) と同定されていたものであ
ミヤマアプラススキ (Spodiopogon d邑pauperatus Iる。カンアプヒの裏日本型と考えられる。一こ

Hack . ) 木川I中北部の日本海筒りの山地に生ずる。沿 ¥'" .， ‘ (1954年11月24日脱稿〉
海地に拠り南進して来たものが丹後の海浜丘陵地に見|
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ι 

いのであろう '0 ( 奥谷踊ー〉

篠山地方のギフチョウ
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扇山のヱゾハルゼミ
先号 V OL. 2  NO. 4-5、p. 206 に扇山の昆虫と 今日まで、丹波地区では氷上郡にのみ生慶すること

i が知られていたが、今年( 1955) 5 月、本学の遺伝研題して、小生の一文が載っている。そのうちヱゾハノレ i
ゼミがいないらしいと記していたが、 1954-1955荷年| 究室の小野一氏刺金議より採集して来たミヤコアオ

宅 の 5 月末採集に行ったとき若干その鳴声を耳にした。 Iイに蒼いているギブテヨクの幼虫を号、出した。それで
1954年 7 月に行ったときはやはり聞くことができなか| 、多紀郡にもギプデヨヲがいることになり、やっと→
った。多分出現期が他所に比し短かく、個体数が少な| 人前( ? ) になった次第である。( 奥谷踊ー〉
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